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1 はじめに

近年，プロジェクターを用いたスライドによるプレゼンテー

ションの機会は増えつつある．良いプレゼンテーションを行う

には，直接的な内容の他にプレゼンテーションのデザインも

影響すると考えられる．現在では資料デザインの鋳型として，

様々なプレゼンテーション・テンプレートがネット上などで配

布されている．しかし，これらの中から適切なテンプレートを

選択することは，専門知識を持たない者にとっては困難である．

プレゼンテーション支援を行う研究は数多く行われている

が，内容や話し方などの構成についてや，プレゼンテーション

能力の向上を目的とした教育的な支援がほとんどであり，プレ

ゼンテーションスライドのデザインの支援は少ない．デザイン

支援としてはデザイナーを支援するものが多くを占めており，

聴衆の印象も考慮した発表者に対するデザイン支援はほとんど

行われていない．しかし，プレゼンテーションの質を高めるた

めにはこれらも考慮することが必要である．

プレゼンテーションの発表者に対する支援としては，プレゼ

ンテーションの質を高めるためにプレゼン教育の際に受講者に

役を割り振り，見直しをさせることで起こるリフレクションの

効果に着目した教育手法の提案などがある [1]．また，発表資料

に関する支援としては膨大なスライドデータへのアクセス効率

を高める手法として，表示領域を指定し，検索要求に関連する

情報を抽出するといったものが存在する [2]．

プレゼンテーションの印象を表現する感性語からの検索に

は，画像や音楽を検索対象にした研究が既に行われている．多

くの場合は SD法などによるアンケートなどから得た被験者の

感性から感性空間を生成したり，検索対象の構成要素から物理

的特徴量を推定し，入力された感性情報と対応付けるといった

内容である．

発表者がプレゼンテーション・テンプレートを選択する際に

は，発表者自身の感性よりも聴衆が受ける印象が重要となる．

そこで，本論文では以前行った聴衆が発表鋳型から受ける印

象と，発表者が発表鋳型を選択する際の感性を測定した上で両

者の感性評価を定量化し，両者の感性評価の違いについて視覚

化した結果をもとに，発表者に対して聴衆が受ける印象を考慮

したテンプレートを提示することによって支援する方法の提案

を行う．

2 発表者支援の方法

支援すべき対象はプレゼンテーションの発表者である．発表

者がプレゼンテーション・テンプレートを選択する際，内容を
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考慮せずに好きなテンプレートを選択する者も存在するが，大

抵の場合は自身の発表内容を顧みると考えられる．その際に内

容を端的に集約していると言えるのがプレゼンテーションのタ

イトルである．しかしそれとは別に「可愛い」や「暖かい」と

いった，聴衆に対して与えたい印象からテンプレートを選択す

ることも考えられる．

そこで，これらの場合を考慮して発表者のテンプレート選択

を支援する際にはタイトルやキーワードからのテンプレートの

ジャンルからの選択と，感性語によるテンプレートの印象から

の選択といった，発表者のテンプレートの手順の違いに配慮し

た支援を考える必要がある．

プレゼンテーションの流れ：発表者がテンプレートを選択し，

聴衆にプレゼンテーションの印象を与えるまでの流れは以下の

様になると考えられる．まず，発表者は発表内容を考え発表用

の資料を作成する．その際にテンプレートの選択を行う．次に

発表者は作成した資料の発表によるプレゼンテーションを行

う．聴衆は発表を聞くことでプレゼンテーションに対する印象

を形成する．この印象形成の際にテンプレートのデザインが多

少なりとも影響する．

発表者の感性評価微細構造：先行研究 [3]より，発表者がテンプ

レートを選択する際，その選択肢は多様であり特定のジャンル

において頻繁に選択されるテンプレートや，発表者ごとに選択

にばらつきが生じるテンプレートが存在することが判明した．

この発表者によるテンプレート選択の際の感性や選択のばらつ

きは，発表者側の感性評価微細構造として表現される．

聴衆の感性評価微細構造：先行研究 [4] より，聴衆のプレゼン

テーションに対する印象形成では聴衆が抱く印象にばらつきが

存在し，発表者の伝えたいイメージのままに受け取るものやそ

うでないものが存在することが判明した．また，聴衆全員が同

様の印象を抱く場合や，印象にばらつきが生じる場合など評価

の内容は多様であることがわかった．この聴衆の印象や評価の

ばらつきは聴衆側の感性評価微細構造として表現される．

発表者と聴衆，両者の感性評価微細構造を利用することで発

表者のテンプレート選択の支援を行う．

3 発表鋳型選択支援の設計

発表者に対する具体的なテンプレート選択支援について，提

案システムの流れを図 1に示す．大まかな流れとしては，ユー

ザである発表者に対して感性評価データベースを用いて参考と

なる情報を提示することで支援を行う．

感性評価データベースには発表者・聴衆それぞれの感性評価

を定量化した値が格納されている．発表者側の感性評価は，発

表内容を表現したフレーズに対するテンプレートの適合度を順

序尺度で表現した値である．聴衆側の感性評価は，テンプレー

トのデザインから受ける印象を SD法によって評価した値であ

る．この感性評価データベースを用いて感性評価微細構造表を
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作成し，テンプレート選択の参考となる情報を提示する．

情報取得処理部ではユーザはまずはじめにモードを選択し，

システムは取得したモードによって処理内容を変える．モード

には Easyモード，Normalモード，Advancedモードの 3つの

種類が存在する．Easy モードは発表者の感性評価微細構造を

利用し，ユーザの発表するジャンルからテンプレートを推薦す

るものである．Normalモードは聴衆の感性評価微細構造を利

用し，聴衆に与えたい感性からテンプレートを推薦するもので

ある．Advanced モードは Easy モードと Normal モード双方

の機能を含んだモードとなる．

次に，感性評価微細構造表を作成するための情報を取得する．

Advanced モードではユーザは，まずはじめにプレゼンテー

ションのタイトルとキーワードを入力する．次に聴衆に対して

与えたいイメージを感性情報として入力し，システムはこれら

の入力情報を取得する．

感性評価微細構造表生成処理部では，取得したタイトル・

キーワードと一致するフレーズをデータベース内から検索す

図 1 発表鋳型選択支援の流れ図

る．入力情報に対して適合条件を満たしたフレーズが見つかっ

た際には，そのフレーズに対して発表者が適切であると判断し

たテンプレートを適合度が高い順に返す．一致するフレーズが

見当たらない場合は，ジャンルによる推薦は不可能であるとし，

Normalモードへと移行する．返されたテンプレートを並べ替

えることで，発表者の感性評価微細構造表を作成する．その後

ユーザが入力した感性情報をもとに感性評価データベースから

聴衆の感性評価を閲覧し，入力情報と近似した感性情報を持つ

テンプレートを順に並べ替え，聴衆の感性評価微細構造表を作

成する．

視覚化処理部では，生成された感性評価微細構造表をもとに

発表者と聴衆の感性構造を統合する．この統合によって，ユー

ザに対して発表者と聴衆の間の感性のギャップを埋めることが

可能なテンプレート選択のための情報を視覚化する．

最後に出力処理部において，選択したモードによって出力内

容を選択し出力する．Easyモードでは発表者・聴衆側双方の微

細構造表を総合評価し，最もユーザに対してふさわしいとされ

るテンプレートを推薦する．Normalモードでは聴衆側の微細

構造表から，発表者の伝えたいイメージに対してふさわしいと

されるテンプレートを推薦する．Easy モードと Normal モー

ドにおける出力情報はテンプレート候補となる．Advanced

モードの場合は発表者・聴衆両者の微細構造表を提示し，ユー

ザ自身にテンプレートの選択をゆだねる．これらの結果を出力

し，最終的に発表者がテンプレートの選択をしやすい環境を整

えることで発表者に対するテンプレート選択を支援する．

4 おわりに

本論文では感性評価データベースを利用し，感性評価微細構

造表を作成することで発表者側と聴衆側それぞれの感性評価を

考慮したテンプレートの選択手法について提案した．今後の課

題は，システムの実装に向けて各モードでのテンプレート選択

の手法を確立させることである．現在感性語からの検索に関す

る研究は少なくないが，どのやり方が最も適切であるかという

ことは一概には言い切れない．そのため発表者と聴衆の存在や

プレゼンテーションという場を踏まえた上で，最も適したテン

プレート選択の方法を確立させることが今後の課題となる．ま

た，新しいテンプレートを随時追加していくために，その都度

評価実験を行わなくてもいいような方法を考える必要がある．
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